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請願・陳情

採
択

採
択

あなたの意見や要望

請願・陳情

● 

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
２
分
の
１

　
 

復
元
を
は
か
る
た
め
の
、
２
０
１
９
年
度
政
府
予
算
に
係
る

　

 
意
見
書
採
択
の
要
請

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
請
願
者
〕
大
分
県
教
職
員
組
合
大
野
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
請
願
者
〕
豊
後
大
野
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
紹
介
議
員
〕　

衞
藤
竜
哉

● 

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め

　

 

る
請
願

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
請
願
者
〕
大
分
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
紹
介
議
員
〕
吉
藤
里
美

【
請
願
趣
旨
（
一
部
）】

　

学
校
現
場
で
、
教
職
員
の
長
時
間
労
働
是
正
が
必
要
で
、

そ
の
た
め
の
教
職
員
定
数
改
善
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

国
の
施
策
と
し
て
、
定
数
改
善
等
に
向
け
た
財
源
を
保

障
し
、
子
ど
も
た
ち
が
全
国
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、
一

定
水
準
の
教
育
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
憲
法
上
の
要
請
で

す
。

　

来
年
度
政
府
予
算
編
成
で
、
次
の
事
項
が
実
施
さ
れ
る

よ
う
、
国
の
関
係
機
関
へ
意
見
書
提
出
を
請
願
し
ま
す
。

１
．
計
画
的
な
教
職
員
定
数
改
善
を
推
進
す
る
こ
と
。

２
．
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向
上
を
は
か
る
た

　
　

め
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
負
担
割
合
を
２

　
　

分
の
１
に
復
元
す
る
こ
と
。

３
．
少
人
数
学
級
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
複
式
学
級
を

　
　

解
消
す
る
こ
と
。

【
請
願
趣
旨
（
一
部
）】

　

子
育
て
支
援
、
医
療
、
介
護
な
ど
の
社
会
保
障
、
被
災

地
の
復
興
等
、
地
方
自
治
体
が
担
う
役
割
は
拡
大
し
て
お

り
、
地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
・
実
行
な
ど
、
新
た
な
政

策
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
経
済
財
政
諮
問
会
議
で
は
、

公
的
サ
ー
ビ
ス
の
産
業
化
推
進
に
よ
る
歳
出
削
減
が
主
張

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
方
財
政
健
全
化
の
圧
力
が
さ

ら
に
増
す
こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　

本
来
、
必
要
な
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
財

政
面
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
財
政
の
役
割
で
す
が
、
財
政

再
建
目
標
を
達
成
す
る
た
め
だ
け
に
、
不
可
欠
な
サ
ー
ビ

ス
が
削
減
さ
れ
れ
ば
国
民
生
活
と
経
済
に
疲
弊
を
も
た
ら

す
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
来
年
度
の
政
府
予
算
、
地
方
財
政
の
検
討

に
あ
た
り
、
歳
入
・
歳
出
を
的
確
に
見
積
も
り
、
社
会
保

障
の
予
算
の
充
実
、
地
方
財
政
の
確
立
を
目
指
す
こ
と
が

必
要
で
す
。

教
職
員
定
数
の
改
善
及
び
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
拡
充
に
係
る
意
見
書
を
可
決
し
、

国
の
関
係
機
関
へ
意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

を
可
決
し
、
国
の
関
係
機
関
へ
意
見
書
を
送

付
し
ま
し
た
。

全
会
一
致
で

全
会
一
致
で
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議
会
活
動
を
知
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
と
、
市
民
と

の
意
見
交
換
を
目
的
に
議

会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

今
年
度
と
次
年
度
の
２

カ
年
に
分
け
て
、
前
回
の

開
催
か
ら
要
望
の
あ
っ
た

地
元
議
員
の
出
席
を
優
先

に
四
つ
の
町
で
の
開
催
で

し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
は

テ
ー
マ
を
設
定
し
、｢

市
政

全
般
に
つ
い
て｣

を
共
通

テ
ー
マ
と
し
て
、
個
別
の

課
題
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

議
員
に
い
た
だ
い
た
意

見
と
、
執
行
部
の
見
解
が

必
要
な
意
見
を
分
類
し
て
、

執
行
部
の
見
解
が
必
要
な

も
の
は
執
行
部
に
見
解
を

求
め
ま
す
し
、
こ
れ
ま
で

の
報
告
会
の
見
解
の
追
跡

も
し
て
い
き
ま
す
。

　

機
会
を
改
め
て
紙
面
で

報
告
し
ま
す
。

　

次
回
も
議
会
報
告
会
を

開
催
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
ど

し
ど
し
声
を
聴
か
せ
て
く

だ
さ
い
。

　

今
回
参
加
し
て
い
た
だ

い
た
皆
さ
ま
に
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

議
会
活
性
化
委
員
会

で
は
、
前
回
の
参
加
者

の
意
見
や
市
民
の
声
を

議
会
と
議
員
活
動
に
反

映
さ
せ
る
た
め
と
、
な

に
よ
り｢

目
に
見
え
る

議
会
活
動
」
を
旗
印
に

こ
の
意
見
交
換
会
を
企

画
し
ま
す
。
地
元
議
員

の
出
席
と
総
務
・
厚
生

文
教
・
産
業
建
設
の
三

つ
の
常
任
委
員
会
か
ら

な
る
専
門
性
を
有
し
た

議
員
の
役
割
を
定
め
て
、

事
前
に
学
習
会
を
し
て

こ
の
報
告
会
に
挑
み
ま

す
。

○
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ハ
ブ
施

設
に
つ
い
て

○
市
道
の
未
舗
装
改
修
に

つ
い
て

○
市
道
の
補
修
に
つ
い
て

○
市
道
の
草
刈
り
に
つ
い

て○
市
道
の
支
障
木
撤
去
の

た
め
の
高
所
作
業
車
リ
ー

ス
補
助
金
に
つ
い
て

○
下
水
管
の
維
持
管
理
に

つ
い
て

○
新
設
予
定
の
公
民
館
に

つ
い
て

○
老
人
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

熱 議 論〜っ!! 〜テーマをもって

日　程 場　所 テーマ 参加人数
5月22日 （火） 19：00〜 大野町　隣保館 市 道 の 維 持 管 理 に つ い て 20 人
5月22日 （火） 19：00〜 清川町　神楽会館 定 住 環 境 の 整 備 に つ い て 27 人
5月23日 （水） 19：00〜 三重町　市役所 5 階 行 政 区 再 編 に つ い て 39 人
5月23日 （水） 19：00〜 千歳町　千歳支所 賑 わ い 創 出 に つ い て 19 人

計 105 人

第7回議会報告会 参加者
延べ105人

○
道
路
整
備
に
つ
い
て

○
市
道
の
危
険
箇
所
に
つ

い
て

○
常
任
委
員
会
の
議
事
運

営
に
つ
い
て

　

以
上
の
よ
う
な
質
疑
、

意
見
交
換
が
あ
り
ま
し
た
。

　　

限
界
集
落
の
道
路
作
業

の
困
難
事
例
の
訴
え
や
地

域
と
と
も
に
歩
む
議
会
で
、

と
い
っ
た
励
ま
し
の
エ
ー

ル
も
賜
り
ま
し
た
。

 

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

 

大
野
会
場

ナ
イ
シ
ョ
の
話

大野町会場




